
６

月

10

日

に

生

徒

会

長

選

挙

が

行

な

わ

れ

た
。

立

候

補

者

が

武

井

海

導

歩

く

ん

（

２

の

７

）

の

み

で

あ

っ

た

た

め

、

昨

年

と

同

じ

く

、

今

回

も

信

任

投

票

と

い

う

形

式

と

な

っ

た

。

武

井

く

ん

は

５

４

５

票

を

獲

得

し
、

生

徒

会

長

に

就

任

し

た
。

１

２

５

期

生

徒

会

は

、

副

会

長

に

増

田

秀

弥

く

ん

（

２

の

１

）

、

大

塚

翼

く

ん

（

２

の

３

）

の

２
人
を

据
え
て
、
会

計
、
デ

ジ
タ

ル
、
外
交
、
交
通
、
式
典
、
環
境
、

部
活
の

合
計
７
つ
の

課
か
ら

構
成

さ
れ
て

い
る
。
新
生

徒
会
長

の
武

井
く
ん
に
話
を
聞
い
た
。

生
徒

会
長
に
立
候

補
し
た

理
由

は
、
「

私
が
１
年
生

の
と
き

、
木

暮
前
生

徒
会
長
と
一

緒
に
働

く
機

会
が
多

く
、
学
校
を

よ
り
良

く
し

よ
う
と

す
る
彼
に
憧

れ
、
自

分
も

そ
の
姿

勢
を
見
習
お

う
と
思

っ
た

か
ら
だ
」
と
答
え
た
。

木
暮
前
生
徒
会
長
に
つ
い
て
は
、

「
一
所

懸
命
に
働
い

て
い
て

、
素

直
に

尊
敬
し

て
い
る
。
誰

よ

り
も

や
る
気
が
あ
る
人
だ
っ
た
と
思
う
」

と
話
し
た
。

選

挙
中
の

心
境
に
つ
い

て

は
、

「
演

説
の
直

前
ま
で
は
不

安

で
押

し
潰

さ
れ
そ

う
だ
っ
た
が

、

演
説

で
手

応
え
を
感
じ
、
当
選
を
確

信

し
て

か
ら
は
気
楽
だ
っ
た
」
と

吐

露
し
た
。

生

徒
会
の
目
標
に
つ
い
て
は

、

「
既

存
の
問
題
の
解
決
に
取
り

組

み
た

い
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
以

前

か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
た
、
清
掃

に

真
剣

に
取
り
組
ま
な
い
生
徒
が

お

り
、

校
内
が
汚
れ
て
い
る
と
い

う

こ
と

だ
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、

生

徒
の

根
本
的
な
意
識
を
変
え
た

い

と
考

え
て
い
る
。
具
体
的
な
解

決

策
は
現
在

模
索
中

だ
。
他
に
も
、

グ
ー
グ
ル

チ
ャ
ッ

ト
の
使
用
の
是

非
や
、
ト

イ
レ
の

臭
い
に
よ
る
生

理
的
被
害

な
ど
、

問
題
は
多
い
。

そ
れ
ら
の

解
決
と

並
行
し
て
、
公

約
で
掲
げ

た
意
見

箱
を
活
用
す
る

計
画
も
進

め
て
い

き
た
い
。
生
徒

会
長
と
し

て
の
目

標
は
、
公
的
な

場
で
の
言

動
に
気

を
配
り
、
生
徒

か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
こ
と
だ
」

と
語
っ
た
。

ま
た
、
「
演
説
で
述
べ
た
通
り
、

意

見
箱
を

設
置
し
、
学
校
を
改
善

す

る
た
め

の
意
見
や
考
え
を
生
徒

が

自
由
に

提
案
で
き
る
よ
う
に
す

る

つ
も
り

だ
。
意
見
箱
の
シ
ス
テ

ム

の
改
良

に
取
り
組
み
、
円
滑
な

運

用
を
実

現
し
た
い
」
と
意
気
込

ん
だ
。

現
在
の

意
見
箱
の
状
況
に
つ
い

て

は
、
「

今
設
置
さ
れ
て
い
る
の

は
生
徒
会
室
前
の
も
の
だ
け
だ
が
、

各

教
室
に

１
つ
ず
つ
設
置
す
る
こ

と

や
、
グ

ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
で
の

意
見
の
提
出
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

提

出
方
法

は
、
記
入
用
紙
が
完
成

す

る
ま
で

は
白
紙
に
記
入
し
て
、

意

見
箱
に

投
函
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
提
案
の
場
合
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
を

し
て
も
ら
う
つ
も
り
で

あ

る
た
め

、
記
入
事
項
は
プ
レ
ゼ

ン

テ
ー
シ

ョ
ン
の
場
所
と
日
時
、

主

な
提
案

の
内
容
の
３
つ
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
を

聞
い
た
生
徒
会
役
員
が

納

得
し
た

場
合
、
先
生
方
へ
交
渉

に

入
る
と

い
う
形
だ
。
既
に
意
見

が

３
件
提

出
さ
れ
て
い
る
。
提
案

や

考
え
が

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
意
見

箱

を
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
」
と

述
べ
た
。

（
荻
野
）
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第
48
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
（
以
下
、
ぎ
ふ
総
文
）
は
、

７
月
31
日
か
ら
８
月
５
日
に
か
け

て
、
岐
阜
県
内
の
各
地
で
行
な
わ

れ
る
。
高
崎
か
ら
も
多
く
の
文
化

部
の
出
場
が
決
定
し
て
い
る
。
今

回
は
、
各
部
の
出
場
者
に
ぎ
ふ
総

文
に
対
す
る
思
い
を
聞
い
た
。

将
棋
部
門
に
出
場
す
る
矢
内
悠

翔
く
ん
（
３
の
４
）
に
ぎ
ふ
総
文

の
目
標
に
つ
い
て
聞
く
と
、
「
昨

年
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
初

戦
で
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

今
年
は
上
位
８
位
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
た
。

文
藝
部
門
に
参
加
す
る
植
原
拓

巳
く
ん
（
３
の
７
）
は
、
ぎ
ふ
総

文
で
学
び
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、

「
文
学
に
関
す
る
研
修
を
通
し
て

他
校
の
生
徒
と
の
交
流
を
深
め
た

い
。
ま
た
、
自
分
の
創
作
活
動
の

視
野
を
広
げ
た
い
」
と
語
っ
た
。

小
倉
百
人
一
首
か
る
た
部
門
に

出
場
す
る
富
岡
優
月
く
ん
（
３
の

５
）
は
、
ぎ
ふ
総
文
で
目
指
す
順

位
に
つ
い
て
、
「
昨
年
は
、
惜
し

く
も
４
位
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
今
年
は
表
彰
台
に
立

て
る
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

弁
論
部
門
に
出
場
す
る
土
屋
拓

都
く
ん
（
３
の
１
）
は
、
弁
論
の

際
に
工
夫
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、

「
昨
年
は
、
原
稿
を
覚
え
る
こ
と

に
時
間
が
か
か
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

が
足
り
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

今
年
は
積
極
的
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
思

い
を
口
に
し
た
。

新
聞
部
門
に
は
、
新
聞
部
が
参

加
す
る
。
歴
史
的
文
化
財
が
多
い

岐
阜
県
東
美
濃
の
取
材
を
通
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
聞
を
作
成
す
る

ほ
か
、
全
国
の
高
校
生
と
の
交
流

会
が
行
な
わ
れ
る
。

（
木
村
）

７
月
７
日
に
、
東
京
都
知
事
選
挙
の

投
開
票
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
の
選
挙

は
候
補
者
の
開
示
が
６
月
20
日
に
告
示

さ
れ
、
出
馬
し
た
の
は
現
職
の
小
池
百

合
子
氏
や
元
参
議
院
議
員
の
蓮
舫
氏
、

元
安
芸
高
田
市
長
の
石
丸
伸
二
氏
な
ど
、

候
補
者
の
総
数
は
過
去
最
大
の
56
名
で

あ
っ
た
。
今
回
の
選
挙
で
当
選
し
た
の

は
小
池
氏
で
、
約
２
９
１
万
票
を
獲
得

し
、
３
選
を
果
た
し
た
。

小
池
氏
の
当
選
に
は
、
約
１
０
０
万

の
「
組
織
票
」
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
組
織
票
と
は
、
組
織

（
政
党
支
援
団
体
等
）
が
１
人
の
候
補

者
に
対
し
て
ま
と
ま
っ
て
入
れ
る
票
の

こ
と
だ
。
現
在
裏
金
問
題
で
逆
風
を
受

け
て
い
る
自
民
党
は
、
都
知
事
選
と
同

日
に
行
な
わ
れ
た
東
京
都
議
会
議
員
の

補
欠
選
挙
で
、
９
選
挙
区
の
う
ち
８
選

挙
区
に
候
補
者
を
擁
立
し
た
。
こ
の
逆

風
の
中
で
、
都
議
補
選
で
勝
利
す
る
た

め
に
小
池
氏
の
知
名
度
が
欲
し
か
っ
た

自
民
党
と
、
都
知
事
選
で
の
勝
利
を
欲

し
て
い
た
小
池
氏
が
協
力
関
係
を
築
い

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

候
補
者
の
開
示
当
初
に
、
小
池
氏
と

と
も
に
注
目
さ
れ
て
い
た
蓮
舫
氏
だ
が
、

そ
の
理
由
は
小
池
氏
と
同
様
に
、
「
組

織
票
が
期
待
さ
れ
て
い
た
」
た
め
だ
。

し
か
し
投
開
票
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

そ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
石
丸
氏
が
躍
進
を
見
せ
た
。
投
開
票

の
結
果
、
蓮
舫
氏
と
石
丸
氏
の
得
票
数

は
そ
れ
ぞ
れ
約
１
２
８
万
票
と
約
１
６

５
万
票
で
、
候
補
者
の
開
示
当
初
に
予

想
さ
れ
て
い
た
結
果
と
は
逆
と
な
っ
た
。

得
票
数
２
位
と
な
っ
た
石
丸
氏
が
、

候
補
者
の
開
示
当
初
に
注
目
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
「
政
党
に
所

属
し
な
い
石
丸
氏
に
は
組
織
票
が
見
込

ま
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
石
丸
氏
が
見
せ
た

選
挙
後
半
の
躍
進
に
つ
い
て
は
、
「
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
宣
伝
が
功
を
奏
し
た
の
で
は
」
と

各
種
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
て
い
る
。
石

丸
氏
は
今
回
の
都
知
事
選
で
、
１
日
10

か
所
以
上
で
の
街
頭
演
説
後
、
自
身
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い

て
、
高
い
頻
度
で
配
信
を
行
な
っ
て
い

た
。
さ
ら
に
自
身
の
街
頭
演
説
の
様
子

を
撮
影
し
て
の
配
信
や
切
り
抜
き
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
使
用
を
許
可
し
、
積
極
的
な

Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
石
丸
氏
の
都
知
事
選
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
関
連
動
画
の
総
視
聴
数

は
、
小
池
氏
の
９
０
５
４
万
３
６
５
３

回
を
超
え
る
、
１
億
５
４
０
２
万
２
７

１
回
で
あ
っ
た
。

小
池
氏
や
蓮
舫
氏
と
違
い
、
組
織
票

が
見
込
ま
れ
な
か
っ
た
石
丸
氏
だ
っ
た

が
、
得
票
数
２
位
と
い
う
結
果
を
残
し

た
。
石
丸
氏
が
着
目
し
た
現
代
社
会
が

も
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
力
は
、
こ
れ
ま
で
の
選

挙
の
概
念
の
を
覆
す
も
の
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
荒
井
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
も
た
ら
す

選
挙
へ
の
影
響

新
生
徒
会
長
の
武
井
く
ん

「
意
見
箱
の
運
用
を
円
滑
に
」

武
井
新
生
徒
会
が
始
動
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